
重 点 事 項

総務社会教育課〈社会教育担当〉

《重点目標》 学校・家庭・地域が一体となった教育の推進

○ 教育基本法を踏まえ、地域の実情に応じた学校・家庭・地域の連携協力の仕組みづくり
を促進する。

重点事項 ○ねらい 主な取組

１ 地域学校協働活動支援
○ 頑張る学校応援プランの「地域共にある学 (1)地域学校協働活動事業の推進
校」を踏まえ、従来の学校支援の取組を発展
させ、地域社会と学校が「協働」する取組を
支援する。

２ 学校支援
○ 地域全体の教育力の向上を図り、学校支援 (1)地域学校協働本部事業(学校支援活動)の推進
を推進するために、学校、家庭、地域の連携 (2)学校支援実践研修会の実施
協力した取組を支援する。 (3)公民館等との連携の促進

３ 放課後支援

○ 地域のボランティア等の参画を得て、放課後 (1)地域学校協働本部事業（放課後子ども教室）の
の安全・安心な活動拠点（居場所）となるよう支 推進

援する。 (2)放課後子ども教室研修会の実施
(3)地域ボランティアの連携やネットワークづく
りの支援

４ 家庭の教育力の向上

○ 家庭や地域全体の子育て力を高めるために、 (1)学校・家庭・地域が連携した家庭教育の推進
学校や地域、関係団体等の家庭教育に関する (2)「親子の学び応援講座」での各地区ＰＴＡへ
取組を支援する。 の支援

(3)家庭教育応援企業推進活動の推進
(4)家庭教育支援者リーダーの育成と活用促進
(5)ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい事業
の推進

５ 読書活動支援
○ よりよい読書環境づくりを進めるため、各地域 (1)子どもの読書活動支援の推進
で活躍できる読書活動支援者の育成、資質向上を (2)図書館等との連携の促進
図り、自立的・自発的に活動できるよう支援する。

６ 公民館事業の充実
○ 公民館の活性化を図るために、地域の特色 (1)公民館訪問と県社会教育研修会の実施
に応じた事業の推進や運営の工夫・改善を支 (2)地域人材を活かした特色ある公民館事業の促進
援する。

＜県・県教育委員会の指針＞
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